
　

八
月
一
日
付
、
第
四
航

空
群
司
令
部
首
席
幕
僚
を

拝
命
し
、
第
二
航
空
隊
司

令
（
青
森
県
八
戸
航
空
基

地
）
か
ら
着
任
し
ま
し
た

今
泉
で
す
。

　

厚
木
航
空
基
地
は
、
五

年
ぶ
り
、
四
回
目
の
勤
務

と
な
り
ま
す
が
、
海
上
自

衛
隊
の
固
定
翼
航
空
部
隊

で
唯
一
、
Ｐ

－

１
哨
戒
機

を
運
用
す
る
第
四
航
空
群

で
の
勤
務
は
初
め
て
で
あ
り
、
大
変
や
り
が
い
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。

　

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が
年
々
厳
し
さ

を
増
す
中
、
自
衛
隊
は
本
来
の
任
務
で
あ
る
我
が
国
の

防
衛
は
も
と
よ
り
、
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
果

た
す
べ
き
役
割
、
付
与
さ
れ
る
任
務
は
多
様
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
第
四
航
空
群
に
お
い
て
も
様
々
な
任
務
に

対
応
す
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
の
任
務
や
訓
練
に

励
み
、
精
強
、
即
応
を
維
持
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
皆
様
の
御
理
解
と
御
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
今
後
益
々
の
御
発
展
と
、

会
員
の
皆
様

の
御
健
勝
を

祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
私

の
着
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

大
和
市
自
衛
隊
協

力
会
の
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
格
別
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

八
月
一
日
付
、
第

五
十
一
航
空
隊
司
令

を
拝
命
し
た
平
木
で

ご
ざ
い
ま
す
。
第
三

航
空
隊
司
令
、
第
四

航
空
群
司
令
部
首
席
幕
僚
に
引
き
続
き
、
三
回
連
続
の

厚
木
航
空
基
地
で
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

　

第
五
十
一
航
空
隊
は
航
空
集
団
の
直
轄
部
隊
と
し
て
、

航
空
部
隊
の
訓
練
指
導
等
、
航
空
集
団
の
実
力
を
左
右

す
る
重
要
な
任
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
隊
員
一
同
、

国
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま

す
が
、
我
々
が
任
務
に
邁
進
で
き
ま
す
の
も
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
改
め
て
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
大
和
市
自
衛
隊

協
力
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し

て
着
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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平
成
二
十
九
年
一
月
十
日
（
火
）
第
四
航
空
群
（
群

司
令
・
松
本
完
海
将
補
）
は
、
新
年
の
幕
開
け
に
際
し
、

今
年
一
年
の
飛
行
安
全
を
祈
願
し
て
平
成
二
十
九
年
初

訓
練
飛
行
を
実
施
し
た
。

　

海
上
自
衛
隊
第
四
航
空
群
は
、
厚
木
航
空
基
地
に
所

在
し
、
平
素
は
固
定
翼
哨
戒
機
を
運
用
し
日
本
周
辺
海

域
の
警
戒
監
視
活
動
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
部
隊
で
あ

る
。

　

初
訓
練
飛
行
に
あ
た
り
整
然
と
整
列
し
た
隊
員
に
対

し
て
、
第
四
航
空
群
司
令
は
「
Ｐ

－

１
は
他
の
部
隊
に

先
駆
け
て
第
四
航
空
群
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新

た
な
能
力
を
有
す
る
機
体
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
よ

り
高
い
成
果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
満
足
し
て

は
な
ら
な
い
。
我
々
は
使

命
を
自
覚
し
、
最
適
な
進

路
を
開
拓
し
、
後
続
の
部

隊
に
適
切
な
航
路
を
提
供

し
よ
う
で
は
な
い
か
」
と

年
頭
の
訓
辞
を
述
べ
た
。

　

群
司
令
の
「
か
か
れ
」

の
号
令
と
と
も
に
搭
乗
員

達
は
、
Ｐ

－

１
哨
戒
機
三

機
と
Ｐ

－

３
Ｃ
哨
戒
機

一
機
に
乗
込
み
、
第
四
航

空
群
の
隊
員
達
が
見
送
る

中
、
厚
木
航
空
基
地
を
離

陸
し
富
士
山
の
方
向
に
飛

び
立
っ
た
。
ち
な
み
に
基

地
か
ら
は
富
士
山
を
臨
む

こ
と
が
で
き
、
空
気
の
澄

ん
だ
冬
の
時
期
は
特
に
美

し
く
、
第
四
航
空
群
司
令

部
を
は
じ
め
、
隷
下
部
隊

で
あ
る
第
三
航
空
隊
、
第

四
整
備
補
給
隊
及
び
厚
木

航
空
基
地
隊
の
ス
コ
ー
ド

ロ
ン
マ
ー
ク
の
中
に
も
描

か
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
Ｐ

－

１
の
三
機
編
隊
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四
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日
米
「
姉
妹
部
隊
」
締
結

　

平
成
二
十
九

年
四
月
十
四
日

（
金
）
に
厚
木

航
空
基
地
に
所

在
す
る
海
上
自

衛
隊
第
四
整
備

補
給
隊
（
隊
司

令 

一
等
海
佐 

湯
浅
純
）
と
米

海
軍
厚
木
航
空

機
中
間
整
備
分

遣
隊
（
Ａ
Ｉ
Ｍ

Ｄ
）（
隊
長 

海
軍
中
佐 

シ
ョ
ー
ン
・
Ｊ
・
リ
ー
ム
ズ
）

が
整
備
補
給
部
門
で
は
初
と
な
る
姉
妹
部
隊
（
シ
ス

タ
ー
ス
コ
ー
ド
ロ
ン
）
の
関
係
を
結
ん
だ
。
シ
ス
姉
妹

部
隊
と
は
、
隊
員
同
士
の
交
流
や
親
善
、
航
空
機
整
備

等
に
関
す
る
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
部
隊
同
士
の
関

係
を
指
し
て
お
り
、
友
好
部
隊
・
親
善
部
隊
な
ど
の
意

味
合
い
を
持
つ
。

　

同
日
、
日
米
か
ら
約
二
百
名
の
隊
員
が
参
加
し
た
締

結
式
典
に
お
い
て
、
第
四
整
備
補
給
隊
司
令
は
「
我
が

国
周
辺
を
含
む
世
界
の
安
全
保
障
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
、
よ
り
強
固
な
日
米
同
盟
の
確
立
及
び
部

隊
間
連
携
の
強
化
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
航
空
機

運
用
部
隊
同
士
で
の
関
係
締
結
は
あ
っ
た
も
の
の
、
日

米
の
整
備
補
給
に
携
わ
る
者
同
士
が
初
と
な
る
姉
妹
関

係
を
樹
立
す
る
こ
と
は
、
日
米
の
部
隊
間
連
携
を
よ
り

確
実
な
も
の
に
し
て
い
く
上
で
大
き
な
意
味
が
あ
る
。」

と
締
結
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
米
海
軍
厚
木
航
空
機
中
間
整
備
分
遣
隊
長
は

「
海
上
自
衛
隊
が
太
平
洋
地
域

を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
米
海

軍
と
築
い
て
き
た
重
要
な
戦
略

的
か
つ
緊
密
な
関
係
に
心
よ
り

感
銘
を
受
け
た
。
米
海
軍
厚
木

航
空
機
中
間
整
備
分
遣
隊
は
こ

の
シ
ス
タ
ー
ス
コ
ー
ド
ロ
ン
の

関
係
の
樹
立
を
機
に
、
相
互
の

新
た
な
情
報
・
意
見
交
換
の
促

進
・
発
展
を
期
待
し
て
い
る
。」

と
述
べ
た
。

　

日
米
両
指
揮
官
の
挨
拶
、
締
結
書
及
び
盾
の
交
換
、

ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
の
後
に
日
米
両
部
隊
指
揮
官
が
笑
顔
で

握
手
を
交
わ
し
た
。

　

第
四
整
備
補
給
隊
は
、
厚
木
航
空
基
地
で
運
用
す
る

Ｐ

－

１
・
Ｐ

－

３
Ｃ
哨
戒
機
を
は
じ
め
Ｓ
Ｈ

－

６
０
Ｊ

（
Ｋ
）
哨
戒
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
及
び
Ｃ

－

１
３
０
Ｒ
輸
送

機
の
整
備
・
補
給
を
行
う
部
隊
で
あ
る
。
一
方
、
米
海

軍
厚
木
航
空
機
中
間
整
備
分
遣
隊
（
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
）
は
、

主
に
西
太
平
洋
、
イ
ン
ド
洋
及
び
ア
ラ
ビ
ア
湾
に
配
備

さ
れ
た
米
海
軍
航
空
隊
へ
の
中
間
レ
ベ
ル
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
部
隊
で
あ
る
。

　

両
部
隊
は
同
型
の

航
空
機
や
航
空
エ
ン

ジ
ン
等
の
整
備
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
相
互
交
流
を
深

め
よ
う
と
第
四
整
備

補
給
隊
か
ら
の
呼
び

掛
け
に
よ
り
本
関
係

が
実
現
し
た
。
今
後

は
相
互
の
協
力
関
係

を
促
進
し
、
航
空
安

全
の
維
持
向
上
及
び

整
備
補
給
等
に
係
る
情
報
・
意
見
交
換
を
行
い
、
技
術

交
流
を
図
っ
て
い
く
。

海
上
自
衛
隊
厚
木
航
空
基
地
サ
ッ
カ
ー
部

厚
木
マ
ー
カ
ス
活
動
状
況

　

本
年
一
月
、
大
和
市

自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様

に
も
ご
協
力
頂
き
、
地

域
交
流
の
一
環
と
し

て
、
大
和
シ
ル
フ
ィ
ー

ド
（
女
子
サ
ッ
カ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ

所
属
）
と
合
同
練
習
を

行
っ
た
。
な
で
し
こ

リ
ー
グ
を
目
指
す
シ
ル

フ
ィ
ー
ド
と
交
流
を
持
て
た
事
は
、
厚
木
マ
ー
カ
ス
に

と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。
今
後
も
大
和
シ

ル
フ
ィ
ー
ド
と
交
流
を
図
り
、
互
い
に
上
位
リ
ー
グ
へ
昇

格
で
き
る
よ
う
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
四
月
に
行
わ
れ
た
第
五
十
一
回
全
国
自
衛
隊

サ
ッ
カ
ー
大
会
に
お
い
て
、
厳
し
い
試
合
の
連
続
で
あ
っ

と
撮
影
機
の
Ｐ

－

３
Ｃ
が
、
澄
み
渡
っ
た
空
に
映
え
る

冠
雪
し
た
富
士
山
を
望
み
な
が
ら
、
相
模
湾
上
空
に
向

か
い
訓
練
飛
行
し
、
今
年
一
年
の
飛
行
安
全
を
祈
願
し

た
。

 

日
米
親
善
春
祭
り
２
０
１
７

　
（
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

　

平
成
二
十
九
年
四
月

二
十
九
日
（
土
）
厚
木

航
空
基
地
の
開
放
イ
ベ

ン
ト
「
日
米
親
善
春
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
多
く

の
家
族
連
れ
や
航
空
機

フ
ァ
ン
な
ど
で
賑
わ
っ

た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、

米
海
軍
厚
木
航
空
施
設

（
以
下
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
厚
木
）

及
び
海
上
自
衛
隊
第
四

航
空
群
（
以
下
、
四
空
群
）
の
共
催
に
よ
り
今
回
で
三

回
目
と
な
る
。

　

駐
機
場
で
は
海
上
自
衛
隊
の
Ｐ

－
１
、
Ｐ

－

３
Ｃ
、

Ｃ

－

１
３
０
Ｒ
、
Ｌ

Ｃ

－

９
０
及
び
Ｓ
Ｈ

－

６
０
Ｋ
を
展
示
。
米

海
軍
は
Ｐ

－

８
及
び

第
五
空
母
航
空
団
に
所

属
す
る
各
隊
の
Ｆ
Ａ

－

１
８
な
ど
が
並
べ
ら
れ

た
。
海
上
自
衛
隊
の
Ｃ

－
１
３
０
Ｒ
、
Ｌ
Ｃ

－
９
０
及
び
米
海
軍
の
Ｐ

－

８
で
は
機
内
を
一
般

公
開
し
た
。
日
米
そ
れ

ぞ
れ
の
隊
員
と
来
場
者

が
記
念
撮
影
な
ど
を
通

じ
て
交
流
す
る
な
ど
賑

わ
い
を
見
せ
た
。ま
た
、

米
海
軍
の
各
飛
行
隊
で

は
グ
ッ
ズ
販
売
も
行
わ

れ
、
岩
国
へ
の
移
駐
を
意
味
し
て
か
、「
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｒ
Ａ
」
の
文
字
が
入
っ
た
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ
て
い

た
。

　

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
四
空
群
は
制
服
な
ど
の

試
着
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
広
報
資
料
館
を
開
放
す
る

な
ど
年
齢
性
別

を
問
わ
ず
楽
し

め
る
催
し
物
を

行
い
、
Ｎ
Ａ
Ｆ

厚
木
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
は
バ

ン
ド
演
奏
、
ピ

ザ
や
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
な
ど
の
模

擬
店
が
並
ん
だ
。

　

Ｎ
Ａ
Ｆ
厚
木

の
発
表
に
よ
る

と
約
九
万
人
が

訪
れ
た
。

（2）平成29年9月30日発行 第　54　号



　

海
上
自
衛
隊
第
四
航
空
群
と
米
海
軍
厚
木
航
空
施
設

は
、
六
月
五
日
～
七
日
の
間
、
厚
木
航
空
基
地
に
お
い

て
日
米
中
級
海
曹
交
流
を
実
施
し
た
。

　

日
米
中
級
海
曹
交
流
は
、
日
米
の
中
級
海
曹
「
二
等

海
曹
・
Ｐ
Ｏ

－

２
」
各
十
二
名
の
計
二
十
四
名
（
女

　

さ
る
五
月
十
九
日
、

厚
木
航
空
基
地
隊
（
司

令
：
今
井　

敬
一
佐
）

で
は
、
Ｇ
Ｃ
Ａ
（
着
陸

誘
導
管
制
）
装
置
換
装

の
完
成
披
露
式
典
を
第

四
航
空
群
司
令
（
松
本

　

完
海
将
補
）
以
下
、

厚
木
基
地
内
各
隊
指
揮

官
臨
席
の
下
、
挙
行
し

た
。

　

厚
木
飛
行
場
は
、
自

衛
隊
機
及
び
米
軍
機
が

た
が
、
公
約
通
り
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
国
自
衛
隊

サ
ッ
カ
ー
大
会
の
最
多
優
勝
記
録
を
十
八
回
に
更
新
し

た
。
来
年
以
後
は
自
衛
隊
最
強
の
座
を
渡
す
こ
と
な
く
、

過
去
に
マ
ー
カ
ス
が
打
ち
立
て
た
十
二
連
覇
の
記
録
更
新

を
目
指
し
て
い
く
。

　

神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
一
部
）
の
成
績
は
、
全

十
八
試
合
中
七
試
合
を
終
え
、
三
勝
二
敗
二
引
分
け
で
、

十
チ
ー
ム
中
四
位
で
あ
る
。
関
東
リ
ー
グ
に
昇
格
す
る
た

め
に
は
、
最
低
で
も
二
位
以
内
に
入
る
必
要
が
り
、
一
年

で
の
関
東
リ
ー
グ
返
り
咲
き
を
目
指
し
、
残
り
十
一
試
合

を
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　

厚
木
マ
ー
カ
ス
部
長
は
、「
日
頃
か
ら
厚
木
マ
ー
カ
ス

を
応
援
し
て
下
さ
る
全
て
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
、
多
く
の
方
へ
感
銘
を
与
え
る
サ
ッ
カ
ー
が

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
心
技
体
の
向
上
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。
今
後
と
も
、
厚
木
マ
ー
カ
ス
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。」
と
シ
ー
ズ
ン
後
半
に
向
け
抱
負
を
述
べ

た
。
関
東
リ
ー
グ
へ
の
昇
格
が
期
待
さ
れ
る
。

女子サッカーチャレンジリーグ所属シルフィードとの合同練習
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厚
木
Ｇ
Ｃ
Ａ
装
置
を

二
十
六
年
ぶ
り
に
換
装

　

厚
木
航
空
基
地

日
米
中
級
海
曹
交
流

性
六
名
を
含
む
）

が
、
服
務
指
導
や

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
関
す
る
意

見
交
換
等
を
通

じ
、
海
上
自
衛
隊

と
米
海
軍
の
信

頼
関
係
の
構
築

及
び
、
人
的
交

流
の
強
化
を
図

る
目
的
で
行
わ

れ
、
過
去
に
は
横

須
賀
地
区
に
お
い
て
同
様
な
も
の
が
二
回
開
催
さ
れ
た

が
、
厚
木
航
空
基
地
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
在
日
米
海
軍
司
令
部
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
Ｊ
）

ジ
ョ
ー
・
フ
ァ
ニ
ー
最
先
任
上
級
兵
曹
長
及
び
、
通
訳

（
新
垣
由
美
子
氏
、
Ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｐ
ｐ
ａ
ｓ
氏
）

並
び
に
、
厚
木
航
空
基
地
か
ら
は
実
行
委
員
で
あ
る
第

四
航
空
群
先
任
伍
長　

黒
川
純
海
曹
長
の
他
、
航
空
集

団
先
任
伍
長　

小
幡
悟
史
海
曹
長
、
各
隊
先
任
伍
長
と

上
級
海
曹
が
支
援
を
実
施
し
た
。

　

初
日
は
日
米
双
方
の
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
夕
方

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
よ
り
親
睦
を
深
め
た
。

二
日
目
、
三
日
目
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
十
二
個
の
題
目
が

用
意
さ
れ
、
そ
れ
を
三
回
に
分
け
て
実
施
さ
れ
た
。
日

米
お
互
い
に
言
葉
の
壁
が
あ
る
中
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
あ
っ
た
が
、
横
須
賀
か
ら
応
援
に
き
て
く
れ
た
通

訳
の
支
援
に
よ
り
議
論
が
深
ま
っ
た
。
日
本
人
と
し
て

初
め
て
考
え
る
題
目
も
設
定
さ
れ
て
お
り
、
頭
を
悩
ま

せ
な
が
ら
議
論
を
し
て
い
る
姿
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
題
目
に
つ
い
て
、
日
米
混
成
の
グ
ル
ー
プ
が
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
ひ
と
つ
の
答
え
を
導
き
出
す
過

程
は
、
本
目
的
の
達
成
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

最
終
日
は
、
第
四
航
空

群
司
令　

松
本
完
海
将
補

と
米
海
軍
厚
木
航
空
施
設

司
令
官　

ジ
ョ
ン
Ｆ.

ブ
ッ

シ
ー
大
佐
か
ら
、
参
加
し

た
日
米
中
級
海
曹
全
員
に

修
了
証
が
渡
さ
れ
た
。
ま

た
、
三
日
間
を
通
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
協
調
性
、
発
言
力
に
優
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
優
秀
隊
員
が
日
米
各
一
名
ず
つ
選
出
（
海
自
三

空　

中
鶴
浩
嗣
二
等
海
曹
、
米
海
軍
Ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｓ
ａ 

Ｄ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
ｏ
Ｐ
Ｏ

－
２
）さ
れ
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
に
よ
る
記
念
撮
影
を
行
い
、
三
日

間
に
及
ん
だ
日
米
中
級
海
曹
交
流
が
終
了
し
た
。

　

机
上
の
勉
学
に
何
百
時
間
費
や
そ
う
と
一
度
の
経
験
に

勝
る
も
の
は
な

く
、
参
加
し
た

中
級
海
曹
が
各

部
隊
で
そ
の
成

果
を
直
ぐ
に
発

揮
で
き
る
と
は

限
ら
な
い
が
、

漢
方
薬
の
よ
う

に
体
内
か
ら
じ

わ
じ
わ
と
効
果

が
出
て
く
る
こ

と
を
期
待
し
て

い
る
。
日
米
の

参
加
者
に
と
っ

て
、
こ
の
三
日

間
を
通
し
て
得

ら
れ
た
経
験
は

か
け
が
え
の
な

い
も
の
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

多
数
所
在
し
、
海

上
自
衛
隊
で
最
も

交
通
量
が
多
い
飛

行
場
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
各
管
制
員

に
は
、
多
数
の
航

空
機
を
効
率
よ
く

安
全
に
誘
導
す
る

高
い
管
制
技
量
が

要
求
さ
れ
る
。

　

換
装
前
の
Ｇ
Ｃ

Ａ
装
置
は
、
平

成
三
年
か
ら
約

二
十
六
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
無
事
故
誘
導
二
十
万

回
を
超
え
、
延
べ
六
十
六
名
の
航
空
管
制
員
が
技
能
証

明
を
取
得
し
て
き
た
が
、
近
年
、
老
朽
化
が
著
し
く
、

新
装
置
へ
の
換
装
が
強
く
望
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
の
度
、
Ｇ
Ｃ
Ａ
装
置
一
式
が
最
新
の
器
材
に
換
装

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
と
は
格
段
に
性
能
が
向
上
し
、
よ
り

安
全
か
つ
効
率
的
な
管
制
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

特
に
、
新
Ｇ
Ｃ
Ａ
装
置
の
特
徴
と
し
て
、
従
来
の

大
き
な
ス
コ
ー
プ
型
と
異
な
り
、
三
十
イ
ン
チ
の
四

角
い
液
晶
モ
ニ
タ
ー
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以

前
の
よ
う
に
室
内
を
暗
く
す
る
必
要
は
な
く
、
室
内

照
明
を
点
灯
し
た
明
る
い
環
境
下
で
の
管
制
業
務
が

可
能
と
な
っ
た
他
、
周
波
数
選
択
等
も
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
式
と
な
り
、
機
器
の
信
頼
性
、
整
備
性
も
大
き
く

向
上
し
た
。
ま

た
、Ｐ
Ａ
Ｒ（
精

測
レ
ー
ダ
ー
）

進
入
を
行
う
た

め
の
装
置
が
海

上
自
衛
隊
と
し

て
初
め
て
、
従

来
の
ア
ナ
ロ
グ

式
で
は
な
く
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ

た
た
め
、
航
空

機
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
位
置
や
高
度

を
よ
り
鮮
明
に

表
示
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
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平
成
二
十
九
年
八
月

二
十
四
日
（
木
）
東
富

士
演
習
場
に
て
行
わ
れ

た
富
士
総
合
火
力
演
習

学
校
予
行
を
見
学
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
演
習
に
は
隊
員

約
二
千
三
百
名
、戦
車
・

装
甲
車
約
八
十
両
、
各

種
火
砲
約
六
十
門
、
航

空
機
約
二
十
機
等
が
参
加
し
た
そ
う
で
す
。

　

前
段
演
習
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
主
要
装
備
で
あ
る
遠

距
離
火
力
、中
距
離
火
力
、近
距
離
火
力
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

火
力
、
対
空
火
力
及
び
戦
車
火
力
が
紹
介
さ
れ
、
今
年
度

末
に
配
備
さ
れ
る
「
機

動
戦
闘
車
（
Ｍ
Ｃ
Ｖ
）」

と
「
水
陸
両
用
車
（
Ａ

Ａ
Ｖ
）」
が
初
め
て
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

後
段
演
習
で
は
、「
島

嶼
部
に
お
け
る
攻
撃
へ

の
対
応
」
と
し
て
一
連

の
作
戦
行
動
の
よ
う
に

「
部
隊
配
置
」、「
機
動

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
立
１
年

新
規
入
会
会
員
の
紹
介

　

六
月
十
六
日　

厚
木
航
空
基
地
に
お
い
て
、
輸
送
機
お

よ
び
哨
戒
機
訓
練
装
置
の
見
学
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

第
六
十
一
航
空
隊
で
は
〝
Ｃ

－

１
３
０
”
型
輸
送
機
を
、

第
四
整
備
補
給
隊
で
は
〝
Ｐ

－

1
”
哨
戒
機
訓
練
装
置
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。〝
Ｃ

－

１
３
０
”
型
輸

送
機
に
つ
い
て
は
、
搭
乗
員
の
皆
様
が
機
内
に
て
機
体
性

能
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
し
て
く
だ
さ
り
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。〝
Ｐ

－

1
”
哨
戒
機
訓
練
装
置
で
は

実
際
に
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
着
席
し
、
離
陸
か
ら
着
陸
ま
で

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。と
て
も
貴
重
な
経
験
に
、

会
員
一
同
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。
ご
対
応
く
だ
さ
っ

た
隊
員
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

厚
木
航
空
基
地
の
隊
員
が
緊
急
登
庁
す
る
際
、
そ
の

子
ど
も
を
支
援
団
体
の
会
員
（
提
供
会
員
）
が
預
か
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
が
開
始
さ

れ
て
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
協
力
会
を
は
じ

め
厚
木
航
空
基
地
の
支
援
六
団
体
が
活
動
し
て
お
り
、

現
在
、
受
入
れ
家
族
は
全
九
組
と
な
り
ま
し
た
。
当
協

力
会
か
ら
は
高
橋
副
会
長
御
夫
婦
は
じ
め
六
家
族
の
会

員
が
支
援
者
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
依

頼
・
提
供
会
員
の
申
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
当
協
力
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

☆ Pubスナック　ORION（オリオン）
　・パブ・スナック
　・大和市南林間 1 － 8 － 3　サエラビル２F
　・０４６－２０４－６７５７
　・隊員及び当会員の方は、入店の際にお申し出くだ

さい。特典があります。貸し切りも可能です。（25
名まで）

☆株式会社たかみち
　・イベント、コンサートマネージメント
　・大和市大和東 1 － 11 － 22 2F － B
　　㈱ニューレイバー（受付）
　・０４６－２００－９８７８
　・０４６－２００－９８７９（FAX）
　・隊員及び会員の方は、特別料金で対応させていた

だきます。
　　※詳しくはお電話にてご相談下さい。

☆アークホテル大和（ビジネスホテル）
　・大和市中央 4 － 1 － 17
　・大和駅より徒歩 1 分
　・０４６－２６２－６６１１
　・隊員及び会員の方は、特別料金でご利用いただけ

ます。
　　※詳しくはお電話にてお問合せ下さい。

【法　人】
（順不同）

　・阿部　和広さん（大和市深見）

　・務台　法さん（大和市上草柳）

　・小澤　駿介さん（相模原市南区上鶴間本町）

　・渋谷　直樹さん（相模原市南区上鶴間本町）

【個　人】
（順不同）

☆掲載をご希望された法人（個人）会員様を掲載させていただいています。
☆紹介欄に　　が掲載されている法人会員様は、お店等の入口付近に当協力会のシールが貼られています。

機動戦闘車（MCV）

水陸両用車（AAV）

基  

地  

見  

学

ダイビングショップ「ピースドルフィン」からのお知らせです！
皆様を素晴らしい海の中へエスコートさせていただきます！
一度は海の中を覗いて水族館より近い距離でお魚を見たい。
必要な物は水着とタオル………そして好奇心です！！
ピースドルフィンでは初心者向けの体験ダイビングから本格的なライセンス
コースまでインストラクターがしっかりサポートします！！
元自衛官の方や現役自衛官の方もオフの時間を海の中で楽しんで頂いています。
大和から三浦方面や伊豆半島への日帰りツアーも開催しています。
《自衛官・会員様への特典》　2018年３月31日まで
　①体験ダイビング　通常価格12,960円を半額の6,480円に！
　②ダイバーファンダイブツアー　器材レンタルサービス！！
　是非！お気軽にお問い合わせください！
ダイビングショップ「ピースドルフィン」　
大和市中央3－4－12 山口ビル１階：大和駅徒歩５分
（046－265－6707）
HP  http://www.peacedolphin.com

法
人
会
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

  

富
士
総
合
火
力
演
習
学
校
予
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
　
菊
地
　
聡

展
開
」
及
び
「
奪
回
」
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
神
奈
川
県
隊
友
会
県
央
支
部
様
（
会
長
：

藤
本
正
則
氏
）
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
当
会
か
ら
は
七
名

が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員　

菊
地　

聡
）
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